
全学科                                     平成 25年度 

科 目 名 
法学 
Law 

担当教員 山岡健次郎 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 

分  野 一般 授業形式 講義 科目番号 13G05_20310 単位区別 履修 

学習目標 

法学の基礎を学ぶ。 

前期では，憲法についての原理的理解を深める。 

後期は，私たちの日常と関わりの深い民法についての基礎知識を身につける。 

進 め 方 

講義形式で行う。 

テーマを設定し，学生間での討論も取り入れていく。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

１． イントロダクション（2） 

２． 法とはなにか（3） 

３． 憲法とはなにか（2） 

４． 立憲主義と現代国家，法の支配（2） 

５． 国民主権の原理（2） 

６． 基本的人権の原理（2） 

７． 基本的人権の限界（2） 

 

法についての原理的な理解を深める      A3:1 

 

 

 

憲法の根本原理を把握する 
                      A3:1 

[前期中間試験]（2）  

８． 答案返却・解答（1） 

９． 精神的自由権（2） 

１０．経済的自由権，人身の自由（2） 

１１．社会権（2） 

１２．権力分立（2） 

１３．統治機構について（2） 

１４．憲法保障（2） 

１５．平和主義の原理（2） 

 

基本的人権と公共の福祉との関係性についての理解を

深める                   A3:3 

                      

 

統治の仕組みを説明できる          A3:2 

前期末試験  

１６．答案返却・解答（1） 

１７．民法とはなにか（2） 

１８．財産法の仕組み（2） 

１９．契約主体（2） 

２０．契約の有効要件（2） 

２１．契約の効果帰属要件（2） 

２２．物権の客体（2） 

２３．占有権・所有権（2） 

 

財産法の仕組みを理解する                    A3:1 

 

 

事例に即して契約のあり方を把握する     A3:3 

[後期中間試験]（2）  

２４． 答案返却・解答（1） 

２５．債権の発生と消滅（3） 

２６．債務不履行（3） 

２７．債権の履行確保の手段（2） 

２８．家族法（3） 

２９．まとめ（2） 

 

債権と債務の法的関係性を把握する 
                      A3:2 

 

家族法の基礎を学ぶ             A3:1 

後期末試験 
 ３０．答案返却・解答（1） 

評価方法 ４回の定期試験の平均点によって評価。 

履修要件 特になし 

関連科目 政治経済（3年） 

教  材 教科書：伊藤真 著『伊藤真の憲法入門』『伊藤真の民法入門』日本評論社  

備  考 特になし 


